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保育の出前情報誌

22第 号

今号の内容
★「子どもの育ちを支える
　　　子育て支援フォーラム」
 ―すべての子どもの
 　　　権利と育ちを保障していく
 　　　　　社会の実現を目指して―
 ●「保育の出前」実演
 　富山市立保育所等保育研究会
 ●記念講演「まなざしが保育を高める」
 　保育 SoW ラボ代表
 　非営利団体コドモノミカタ代表理事
 　井桁　容子

発　行：富山県保育連絡協議会
 〒930-0094 富山市安住町 5 番 21 号サンシップとやま内
 TEL 076-431-6727 FAX 076-432-6064
 https://toyama-hokyo.jp/
発行日：令和 7 年 3 月　

連絡先
「保育の出前」についてのお問合せは、
お近くの保育所（園）・認定こども園または、
県保育連絡協議会（076-431-6727）へ。

「ふわっふわ～」

「ひみつひみつ」

「どんなにおい？」

準備するもの
●風船
●ビニールテープ
●はさみ

風船ボールを作ろう

バランスボールみたいに

乗っても割れないよ～

ポンポン跳ねるよ！

追いかけっこ

おもしろいな

家の中で
投げて遊んでも
安全です★

新聞遊びも取り入れて楽

しむとより遊びが盛り上が

ります★

新聞紙で輪っかを作って

バスケごっこ。新聞バット

を用意して野球ごっこな

ど、イメージも膨らみます！

編集
後記

少子化が進み、核家族化・世帯数減少
に加え家族相互に助け合う力が低下する世
の中となりました。保護者の子育ての悩

み、家族や地域からの孤立が児童学童をはじめ、子
どもの命を脅かすことが深刻な課題となっています。
ますますあらゆる世代で、子ども達を見守り安心して
チャレンジしたり自分自身で乗り越えたりする力を育
てることが大切だと感じます。そんな中、今年度の
子育てフォーラムには保育士等や民生委員、主任児
童委員などたくさんの方々が参加してくださいまし
た。「こどもまんなか社会」を実現し、切れ目なく育
ちを支えていく支援を大事にしていきたいですね。
最後のページには風船ボールの作り方が紹介されて
います。親子で楽しんでみてください。フォーラムに
参加いただいた皆様、出演していただいた皆様、あ
りがとうございました。

「ていねいな保育」を踏まえて「まなざしが保育を高める」というお話に感動
しました。もう何度も聞いていますが、毎回感動しています。「目の前にいる子
ども達の幸せはあなたが担っているのよ」と情熱的に語ってくださいます。
子どもに対する固定的な見方・保育を見直して進歩・発展させていく研究的
実践者としての構え・方針・チームづくりが問われています。
今回特に考えさせられたのは、アタッチメントのお話で以下の部分です。
「一対一が大事なんじゃないです。ネガティブな状態の時にちゃんと満たされる
ことが、心が育つ基本です。大事なことは安心。」
という箇所です。このことを担任同士や保育教諭のチームで確認できますか？
子どもの心の育ちは目には見えません。あなたの園ではどのように確認されて

いますか？アタッチメントが大事にされている教育・保育は素晴らしい！共に伝え
あいましょう！

「会長のひとこと」 －井桁先生の講演を聞いて－

富山県保育連絡協議会　会長　小島　伸也
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